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業務課題
通販業務での返品作業の現場から、以
下の業務課題が挙げられた。

1　�処理漏れが起こる（開封場所と事務
処理（PC）場所が違うため）

2　�顧客を限定させるまでに、時間がか
かる場合がある

現状返品が発生した場合、返品の送り
状か、同封されている郵振用紙または納
品書で顧客を調べてから返品処理を行っ
ている。【図1】
全体の 8〜 9割は郵振用紙を使用し
ていることから、郵振用紙に印字されて
いるバーコードを読み取り、そのまま返
品処理を行うことで業務を効率化した
い。
返品作業には箱を開けるスペースが
必要なので持ち運びが楽なこと、またカ
メラを利用したいことから、モバイル端
末が処理に最適と考え、IBM�i の基幹シ
ステムにモバイルアプリを「ちょい足し」

することを検討した。

技術課題
各プログラムの役割を、以下とした。

・�モバイルアプリケーション：バーコー
ド読み取り＋入力
・データスナップ：DB中継
・RPG：IBM�i�データ更新

ミガロ .主催のモバイルファースト体
験セミナーに参加し、モバイル開発の概
要を習得。実際の開発作業では、以下の
不明点が残った。

（a）� �「AS400」「Call400」のコンポーネ
ントはどこで動作するか。

（b）� �モバイル端末で入力された情報を
RPGまでどのように受け渡すか。

（c）� �モバイル端末として�iPhoneを選定
したが、iOS開発環境をどのよう
に構築するか。

（d）� �IISでの iOSアプリの配信方法はど

のようなものか。
（e）� �モバイルにてリモートエラーの発

生する原因は何か。

技術課題の解決策
ミガロ．のテクニカルサポートの協力

を得て、すべての不明点を解決した。
以下の（a）〜（e）は、技術課題の（a）

〜（e）に対応する。

（a）� �データスナップで IBM�i、RPGと
の連携を行う。【図2】

（b）� �以下の手順でモバイル端末入力情
報とRPGを連携する。

①�既存 RPG画面プログラムを元に、
IBM�i�データ更新用バッチプログ
ラムを開発【図3】

②�データスナップにて、function を
作成【図4】

③�モバイルにて、データスナップ取り
込み（1）【図 5】
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健康食品の通信販売事業を行う。健
康食品の研究・開発を通して、お客
様の健康上の悩みを少しでも解消
し、健やかにいきいきと毎日を送っ
ていただくことを目的に活動してい
る。
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図2　AS/400、RPGとの連携手法（データスナップにて動作）

図1　従来の返品処理画面
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今回は iOSを採用したが、環境構築
に手間がかかるので、表題の「ちょい足
しモバイル」には�Android�が適切と思
われる。
IBM�i�既存業務にモバイルを「ちょ

い足し」する今回の試みは、Delphi/400
の新しいモバイル機能の充実とミガロ．
テクニカルサポートにより実現できた。
� M

④�モバイルにて、データスナップ取り
込み（2）【図 6】
⑤�モバイルにて、データスナップの
ファンクション（パラメータ渡し）
実行【図7】

（c）� �Apple の関連性（プロビジョニン
グと iOS、OSX、XcodeVer）につ
いて、ミガロ .のテクニカルサポー
トへ問い合わせて解決【図 8】（①
の手順の中で、利用モバイル端末
のデバイス登録がないと iOSアプ
リはインストールできないので注
意が必要）。

（d）� �IIS からのアプリ配信について、豊
鋼材工業様のテクニカルレポート
（2015年）およびミガロ .のテクニ
カルサポートへの問い合わせで解
決。【図9】

上記（c）と（d）を完了すると、モ
バイルからHTML経由で、SSLのイン
ストールが可能となり、iOSアプリもイ
ンストール可能となる。

（e）� �データスナップにて「AS400」
「Call400」を使用後、False は OK
だが、free も記述したためリモー
トエラーになっていた。そこで、
freeのコメント化により解決した。
【図10】

業務課題解決と効果
業務課題は、以下のとおり解決でき
た。【図11】

1　�返品作業の処理漏れは、作業場所に
持ち運び可能なモバイル導入によ
り、発生しなくなった。

2　�新しい業務手順ではバーコードを読
むだけとなり、顧客No. などをまっ
たく意識せずに処理可能となった。
また作業時間は 1/10 となり、時間
短縮にもつながった。

技術課題（c）iOS開発環境構築以外
の開発工数は約 2週間程であったが、
iOS開発はハードルが高い印象をもっ
た。
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図4　function作成

図3　IBM i データ更新用バッチプログラムの開発
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図6　モバイルにて、データスナップ取り込み

図5　データスナップ取り込み （1）
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図7　データスナップファンクション実行
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図8　iOS開発環境構築
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図9　IISにてiOSアプリの配信



48

図10　リモートエラーの解決

図11　モバイルでの返品作業手順
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